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ヘッドライン　“自分を治す”高分子の化学
　高分子は軽量かつ加工性に富んでいることから我々の生活に欠かせない材料となっている
が，一度傷がついてしまうとその傷を塞ぐための「修復」作業が必要である。もしそのよう
な傷が「自発的」に治ってしまうような高分子材料，すなわち「自己修復性高分子材料」が
存在するのであれば我々の生活は一変するに違いない。本企画では，有機化学や高分子科学
の基本原理を巧みに操ることで達成された自己修復性高分子材料の開発やその発見の経緯に
ついて解説する。
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次号ヘッドライン 市民として必要な基礎・基本の化学XV
児童・生徒・学生の「わからない」をどう教えているか

　埼玉県立春日部高等学校は，明治 32 年創立以来 120 年を超える歴史を積み重ね
てきた伝統校であり，「質実剛健」を校訓とし，「文武両道」を教育方針としていま
す。平成 22 年度より文部科学省から SSH校の指定を受けており，科学技術分野を
牽引する人材の育成を目的とした，科学教育を充実させたカリキュラムを実践して
います。現在の校舎は創立 100 周年を機に建て替えられました。生徒は恵まれた施
設設備，自由で伝統を感じる校風の中，真摯に自分と向き合い，互いに切磋琢磨し
日々成長を続けています。

表紙の言葉　埼玉県立春日部高等学校


